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保坂区政になって15年間
恵泉道路は「行き止まり」でいいのか
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上空から見た図
（家屋部分はボカシ）
赤線は区道との境界線

動き出すか恵泉道路！

5年間１度も会って
いない！それを議会で
発言したらようやく
腰を上げた保坂区長！

この先は本当に林でも
あって「行き止まり」の
ように見えますが１軒分
が残っているだけです

① この道路の必要性。
② 行政の長として議会で趣旨採択されたことを重く受け止めていること。
③ 法に基づく明渡しの義務が不履行の状況が続くことは避けるべき。
④ しかし交渉の時間は残り少なくなってきていること。
⑤ 一方で次の判断の時期も切迫している状況であること。

保坂区長、不法占有者と
ついに面会（昨年11月）

● 恵泉道路は、保坂区政になってから現在も「行き止まり」
のまま● 理由は明白！保坂区長自身が判断を先送りし、動い
てこなかったからです● 道路用地はすでに買収済み● 写真
の「行き止まり」より先は、れっきとした世田谷区の区有地（道
路用地）です● にもかかわらず、道路用地への居座りを保坂
区長は放置し続けてきました● 明らかな不法占有状態です● 
しかも、占有者は固定資産税も都市計画税も事実上負担して
いません● 議会等から解決を求められ、保坂区長は昨年11月
にようやく当事者（不法占有者）と初面談● あまりに遅すぎ
る行動――果たして「恵泉道路YES!」となるのでしょうか？

保坂区長が不法占有者に伝えた内容

① は当然。② はまるで「議会に
言われたからやる」という責任
転嫁、むしろ議会に言われる前
に行うべき事業！③ も当然だ
が、実際に避け続けてきたのは
保坂区長自身（5年も面会せず）

④年度内（2026年 3月）か、そ
の近くの時期ということだろう
⑤の「次の判断」とは、誰が考
えても行政代執行の手続きに入
ることを指すだろう。

法的問題が決着したのは、当事
者の主張が最高裁で退けられた 
5 年前 のこと。それにもかかわ
らず、保坂区長は部下任せにし、
自ら当事者と 一度も面会してい
ません。「法による履行義務」を
前に進められるのは、権限を持
つ区長ただ一人です。なすべき
仕事をなぜ、5年間も会わなかっ
たのかはナゾです。まさかイメー
ジダウンを恐れたから？

2016 年出版の本の帯

5年間も放置とは？職務拒否？

キャッチフレーズ政治に騙されるな！
― ５年間、何一つ進まなかった現実を見よ ―

好き嫌いは
ダメ！

※道路用地はすでに区が取得済みであり、残るのは区長の判断と執行だけです

用地取得済 　最高裁確定（5年前） 　占有継続　　 2025年11月初面談  　現在

　街づくりの“憲法”
世田谷区都市整備方針とは

　2022年に作られた
世田谷区地域行政推進条例

区民参加はある。
しかし「決定」はどこに？

　保坂区長の街づくりの裏テーマ
●ハードは壊さない /決めない
●ソフトは参加・対話・手続を厚くする
●対立が起きるテーマは「検討」で包む

●世田谷区の都市整備方針や地
域行政推進計画を読むと、「区
民参加」「意見聴取」「ワーク
ショップ」「説明会」という言
葉は、繰り返し登場します。●
一見すると、丁寧に区民の声を
聞いているように見えます●し
かし、決定的に欠けているもの
があります。
それは――不合意の場合「誰が」

「いつ」「どのように」決定する
のか、という記述です。

どの文書を精読しても、
・ 意見が割れた場合どうするの
か？

・合意できなかったとき、 最終判

断は誰が下すのか？

・期限までに結論を出す責任主
体は誰なのか？制度としておか
れておりません。これらは一切、
明示されていません。

●区民参加そのものを否定して
いるのではありません●問題は、
参加の先に「決定」が存在しな
いことです●参加者の人数、ア
ンケートの回収数、意見交換の
回数――これらはすべて統計上
は「実績」になります●しかし、
それが政策決定にどう反映された
のか、 あるいは 「反映しなかった

理由」 がどこにも書かれていま
せん●つまり、参加はあるが、
責任を伴う決定の仕組みは存在
しない●これが世田谷区行政の
最大の特徴で、保坂区長の行政
手法なのです●

都市整備方針も、地域行政推
進計画も、構造は共通してい
ます。
・課題は列挙される
・方向性は抽象的に示される
・「今後検討する」「関係者と協
議する」と書かれる
しかし、「いつまでに結論を出
すのか」
「結論が出なかった場合どうす
るのか」
「区長が判断するのか否か」
これらは、どこにも書かれて
いません。

このため、時間は無限にかけ
られ、対立は先送りされ、結
果として「何も決まらない状
態」が続きます。

整備方針も地域行政推進計画
も、同じ構造

●決定しないことは、失敗しな
いことでもあります。
●責任を引き受けなければ、批
判もされません。
●区民参加を前面に出しなが
ら、実際には「決断の主体」を
制度の外に置く。
●これによって、行政は常に
「検討中」「協議中」「合意形成中」
で居続けることができます。
これが、** 世田谷区・街づくり
「無責任のカラクリ」** です。
●参加を装いながら、決めない。
進めているように見せながら、
何も確定させない。その結果、
5年、10年、15年と時間だけ
が過ぎていく――。

これが「無責任のカラクリ」

●「世田谷区都市
整備方針」なる
ものが、世田谷
区のあるべき都
市像を語ってい
る●主に道路や
建物などのハー

ド面を担当し、ソフト面につい

ては別に 「世田谷区地域行政推
進計画」 がある●両計画の関係
は下図の通り（複雑すぎて説明できな
い部分もある）●簡単に言えば区内
には 28か所の「まちづくりセ
ンター」をより動かそうとして、
保坂区長が強く進めて制定した
経緯がある。

計画書の読み方
●立派な計画はある、しかし実行
されなくて次年度に繰り越しとい
うのが保坂区政の実態である●も
ちろん職員は高い水準で働いてい
るので指揮官に奮起をうながす意
見を書いたことがある●しかし今

回は計画そのものに内在す
る欠陥の指摘である！

計画書に書いてない
　　　　　　　　　　ことを探せ！

参加は掲げるが決める仕組みがない

◆実はここが本文のミソな
のですが、保坂区長の行動
原理は「対立が起きるテー
マ」はなるべく可視化しな
い、区民に見せない、結果
良いことだけを言う区長を
演出しているのです。
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